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研究成果の概要（和文）：「研究開始当初の背景(1)」に記したような状況に根ざし、本研究では、

現在の子どもの 2 世代以上前に壮年期であった後期高齢者が「先生」になって、保育園や幼稚

園で加工のプロセスを労働的遊びとして展開することによって、子どもは遊びながらものの作

られるプロセスを学び、高齢者は自らの社会的役割の自覚をするのではないかという仮説を立

て、実践的実験によって実証することができた。加えて、幼児は遊びのつもりが高齢者の目的

に向かう行動に感化され、労働的になり、高齢者は子どもの作ることを楽しむ姿に影響され、

つくるプロセスを楽しむようになるという交差的発達も観察された。その過程で子どもは始め

道具に関心を寄せたが、それをうまく使いこなす高齢者を見て高齢者への関心が深まるという、

高齢者の嘗ての道具と子どもの間に三項関係が成立するという関係も見いだされた。 
 
研究成果の概要（英文）：Japanese children now are eating and using things without knowing 
the process of being made. To know the process of making things means that children can 
understand their relation with those things. So we go ahead with this execution to precede 
the inner hearts of children. On the other hand, old age people who know the process of 
making things are losing the meaning of their necessity nowadays.  
 Play is the center for children and they enjoy making tools for life as play. So we have been 
trying to exploit the old age people to show the model of hand-made life tools and to teach 
children how to make them. 
   In the process of our efforts above, both children and old age people can get the main 
challenge for their development by supporting of middle age people. They need one another 
and can get their feeling of entity. Moreover, we could know the two-way learning tendency 
in both children and old age people. Children enjoy the process of making life tools just for 
fun and then move to make better tools. Old age people aimed to make good tools for life 
and moved to enjoy the process of making them by watching the children’s style. 
   We have known that children and old age people learn together, teach together, not 
one-way flow from old age people to children. We also have known that our cultures of 
human-beings are relayed spirally to the younger generation. This relation will be 
expanded to their living area and make it cross relation region. 
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研究分野：時限                          
科研費の分科・細目：子ども学（子ども環境学） 
キーワード：子どもの発達、世代間交流、幼児、後期高齢者、労働的遊び、子ども―道具―高

齢者の三項関係、生活様式、地域 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 現代の子どもたちは、科学技術の最も進

んだ社会において生活している。現に食して

いる食品についてもその加工過程について

はほとんど理解していない。プロセスを知ら

ずに食べたり使ったりしているのである。高

齢者は、かつて手作りで生活してきたので、

加工の基礎過程をよく知っている。しかし、

生活の方法はもはや過去に戻れない。 
(2)一方、幼稚園・保育園における高齢者と幼

児が一緒にものを作ったり関係を楽しんだ

りする世代間交流はかなり活発になされる

ようになってきているが、ここで取り上げる

ような問題意識に貫かれた交流はなされて

いない。 
 
２．研究の目的 

人間は、生活技術の到達点で日々の暮らし

を営んでいる。それゆえ後行世代はもののつ

くられるプロセスを知らずにそれを使う生

活を余儀なくされている。後行世代すなわち

子どもたちにどこかでそのプロセスについ

て学ぶ機会を保障することは、人類の文化の

発展を維持していく上で不可欠な取り組み

である。では、それを何処で保障するのが理

にかなっているだろうか。遊ぶことが歴史的

使命とさえ言える幼児時代に幼児よりも２

世代ないし３世代上の今の高齢者が「先生」

になり、昔取った杵柄を活かして取組み、子

どもたちにとっては「労働的遊び」として両

者が交流することではないかと考えた。それ

によって、幼児はもののつくられるプロセス

を遊びを通して理解でき、高齢者は自身の社

会的役割を自覚できるのではないかという

仮説を立て、次のような目的で研究を行った。 
壮年期には手作りが中心であった後期高

齢者世代の力を引き出し、遊びが主導的活動

である幼児とものの加工を中心に交流する

場を実験的に組織してその効果を実証し、そ

れによって世代間交流の発展に資する事を

目的とした。 
 

３．研究の方法 
 「実践的実験」法を用いる。実践の場で行

うので実践的なのであるが、実践カリキュラ

ムにはじめから位置づいていたのではなく

て、仮説に基づいて条件を付与し、その効果

を見るという点では実験的であるためこの

ように呼んだ。 

 ここでは、保育園の５歳児クラスと以前か

ら、行事などで幼児とかかわってきたシニア

の会（約１０名）の交流による実践的実験を

計画した。すなわち、幼児が良く食べている

にもかかわらず原料と加工方法を知らない、

黄粉づくりのプロセスと、原料は、聞いて知

っていても加工の工程を知らない豆腐作り

のプロセスを労働的遊びとして、２～３世代

前の高齢者と一緒に行うという機会を保育

実践の中で実験的に組んだ。具体的には、後

期高齢者の壮年期には見ることのできた、ほ

うろうで大豆を炒り、引き石臼で粉にするこ

と及び、大豆から豆腐を作るプロセスを、高

齢者を「先生」にして幼児としては労働的遊

びとして、両者で進める実践的実験を５回に

渡って行った。 

  効果の測定は、交流過程を毎回ビデオ撮影

による記録をとり、それをもとに行った。 

その際、全体の状況のみでなく、子どもに

ついては、人や物に対する子どもたちのかか

わりの３タイプを代表する３人のターゲッ

トを決めて、丁寧にビデオ記録を書き起こし、

それをもとに分析した。 

高齢者についても、行動の観察および発言

を記録した。それらをもとに、行動・表情・

驚きや理解に関する発言を整理し、子どもが

どうプロセスを学んでいったか、高齢者はど

のように「先生」としての役割を果たしたか

を読み取った。その際、活動における物の作

られるプロセス理解と充実感の測定には、基

準を作って判定した。 

５回の実験を終えた最後に、撮った映像を

見る会を企画し、子どもにも高齢者にも、振

り返ってもらう機会を設けた。子どもには子

どもなりの、高齢者にも高齢者なりの方法で

表現してもらい、その過程を録音し記録を作

り、研究資料として分析した。家庭に戻って

どんな報告をしたかについても親から聴取

した。 

  

４．研究成果 

 幼児は、もの（黄粉）の作られる過程に強

い関心を示し、食べているものの作られるプ

ロセスを印象深く理解した。体験を通して、 

節分の際に食べた、炒り豆と黄粉餅が味覚で

つながったものと思われる。また、豆腐作り

においては、石臼でひくことと同時にフード

プロセッサーも一部取り入れたが、両者を真

剣に見比べ両者が同じ働きであることにた

どり着いて家で報告している子どもの姿が

観察された。また、家庭への調査においても、



帰宅後、親にその感動を知らせていることが

分かった。 

 参加した高齢者も通常は社会に役立って

いるという自身の社会的な価値を忘れがち

であったが、自らの社会的役割について実感

をもって自覚することができたと全員が報

告している。この両者の関係、すなわち社会

が技術的に進歩していくとき、生活技術水準

の低い段階において見えていたプロセスを

技術水準の高いレベルで生活している幼児

に、高齢者が伝えていくという子どもと高齢

者の関係は、単に今だけのことではなく、否

応なく技術水準の進歩していく歴史の中で

未来永劫に必要なことである。ここにこの研

究の大きな意義がある。 

 さらにこのプロセスで次の二つのことが

新たに見出された。 

① 子どもははじめ高齢者によりも、手づ 

くり時代の生活用具に強い関心をいだく。し

かし次第に用具を上手に使いこなす高齢者

への関心を強めていく。そこに、子ども―道

具―高齢者の三項関係が成立することが確

かめられた。 

②はじめ幼児は遊びとしてものづくりを

行っていたが、高齢者がよいものをつくろう

と目的意識をもって行っているのを見て、幼

児は、段々に遊びから労働的活動に変化して

いき、逆に高齢者は、はじめは労働的に行っ

ていたが幼児が楽しむのを見て、もの（黄粉

や豆腐）作りを楽しむようになり、遊び的関

わりに変化していった。ここに主導的活動

(幼児＝遊び、高齢者＝省察労働)同士が響き

あう、質の高い世代間交流の成果が確かめら

れた。 

 この研究を基本としつつ、次の３つの研究

への発展方向が見いだされ、続けて次なる研

究への取り組みをし始めている。 

①こうした活動を地域の一人暮らしに高

齢者に広げ、幼児の「先生」としての活躍の

場にできないか、地域の民生委員等とともに

探ること。（以下[学会発表]の２参照） 

②実践的実験として行ってきたことを、保

育者自身が保育のカリキュラムに取り入れ

ていく、保育内容として展開できないか。 

(以下の[雑誌論文]の③参照) 

③かなりの園で取り組まれるようになっ

てきている養老統合の一つの方向として、 

地域の生活を踏まえた原料やかつての生活

用具を使って、ここでのプログラムを更に他

の園でも展開できないか。(2012 年度以降の

課題として計画している) 

 まだ、その研究は、途中であるが、そうし

た次なる課題に発展出来てきたこともまた、

本研究の大きな成果と言える。 
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